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パ ネ リ ス ト

コ ー デ ィ ネ ー タ ー

豪雨災害の増加（自然災害は必ず発生する。）
異常気象の多発、台風の大型化

堤防整備（ハード整備）は万能ではない
自然は往々にして人間の予測を超える

ハードとソフトの両面の対策
施設整備と情報連絡・警戒避難の両面

大災害は行政の限界を超える
地域の対応が重要　→　自助・共助

防災コミュニティーの必要性

だからこそ防災コミュニティが重要

平時にどう備えるべきか
自分たちの土地の特徴を知っておくこと
どのようなタイプの災害に遭うのか

どの程度の浸水になるのか

これらのいわゆる環境認識が重要

日頃からの地域防災の確立

ハザードマップ（地域ごとの浸水予測図）
整備が必要、またその他防災情報の整備

また、受け取り手がよく解かるように
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「
生
命
・
財
産
を
守
れ
る
か
、
地
域
の
防
災
力
を
問
う
！
」
を
テ
ー
マ
に
、
緊
急
防
災
フ
ォ
ー
ラ

ム
in�

沖
縄
（
主
催:

全
国
地
方
新
聞
社
連
合
会
他
、
後
援:

沖
縄
総
合
事
務
局
他
）
が
十
月
一

日
、
那
覇
市
内
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
当
日
は
約
二
百
六
十
名
の
聴
講
者
で
会
場
は
埋
め
尽
く
さ

緊急防災フォーラム開催状況

　
今
年
は
七
月
の
新
潟
・
福
島
・
福
井
で
の

集
中
豪
雨
に
よ
る
被
害
な
ど
全
国
で
大
き
な

水
害
が
多
発
し
、
避
難
情
報
の
遅
れ
な
ど
の

問
題
が
マ
ス
コ
ミ
で
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら

れ
た
他
、
「
自
分
の
地
域
だ
け
は
安
全
だ
」

と
い
う
危
機
管
理
の
欠
如
な
ど
が
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
こ
の
よ
う
な
課
題

へ
の
対
応
を
緊
急
的
に
図
る
べ
く
開
催
さ
れ

た
も
の
で
、
住
民
・
学
識
経
験
者
・
行
政
（
治

水
・
消
防
）
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
で
あ
る
五
人

の
パ
ネ
リ
ス
ト
に
よ
り
、
「
治
水
・
防
災
の

現
状
」
、
「
国
・
地
方
自
治
体
・
地
域
住
民
そ

れ
ぞ
れ
が
何
を
す
べ
き
か
」
な
ど
に
つ
い
て

意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

作
成
な
ど
ソ
フ
ト
面
に
よ
る
地
域
防
災
力
の

強
化
を
図
っ
て
い
く
と
共
に
、
近
年
の
集
中

豪
雨
の
多
発
、
時
間
雨
量
の
増
加
傾
向
に
対

応
す
る
た
め
の
ハ
ー
ド
対
策
の
必
要
性
な
ど
、

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
輪
が
一
体
と
な
っ
た

防
災
対
策
が
重
要
で
あ
る
こ
と
で
一
致
し
ま

し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
県
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る

観
点
か
ら
地
域
と
防
災
行
政
が
協
働
し
「
地

域
の
防
災
力
」
を
着
実
に
高
め
て
い
き
「
備

え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
を
実
践
・
心
掛
け
て

い
く
べ
き
で
あ
る
と
総
括
さ
れ
ま
し
た
。

近傍20年間で1/10確率以上の降雨が５回発生

平成10年の降雨を確率評価すると
概ね100年に一度発生する降雨

【�那覇市における１時間最大降雨（S36～ H15の�43年間）】

１時間降水量

近年、雨の降り方が
激しくなる傾向にある

80mm/hは概ね1/10確率


